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無印良品港南台バース店 ボランティア

川崎ぽちっとカフェ食品配布
（神奈川ゆめ福祉財団より提供）

キリンビバレッジ ソルティライチ 9トン

ナチュラルコープヨコハマ フードドライブと仕分け

日限山デポーフードドライブ

コカ・コーラボトラーズよりペット
ボトルコーヒー24千本

京急グループのフードドライブ活動
京急電鉄は神奈川県と「ＳＤＧｓ推進

に係る連携と協力に関する協定」を締結
しており，その取り組みの一環として，
京急グループ12社・約1,400人が勤務す
る京急グループ本社にてフードドライブ
活動を初めて実施しました。まずは社内
での取り組みからとなりましたが，社員
のＳＤＧｓに対する理解促進を図り，今
後も持続可能な社会の実現に向けて，社
員一丸となって取り組んでまいります。
（京浜急行電鉄㈱広報・マーケティング室）

中栄信金・フードドライブ730ｋｇ

中央労金米一合フードドライブ JA西湘女性部・たすけあい、JA湘南女性部

コイト電工労組フードドライブ
日本発条労組寄付 アライドコーヒー備蓄品

川崎労福協寄贈
横浜銀行杉田支店平塚信金フードドライブ

ユーコープ フードドライブ前半回収分

スズキ販売労組米一合

ただ今、フードドライブ食品の点検・仕分けのボランティアを募集しています。
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基本情報 2021年度の累計（2022/１/31現在計量済まで）

合意書締結団体

寄贈締結団体 214団体
提供締結団体 267団体
行政・社協 57団体
市民団体 210団体

（子ども食堂・居場所・
施設・福祉関係）

食品回収拠点 約300か所

賛助会員寄付状況

団体会員203団体 646口
646万円

個人会員 289人1,456口
1,456千円

寄付
2021年度15,929,316円
累計 52,354,413円

１月の状況 １/５～１/31 寄贈 24.9トン 提供 24.7トン

（2020年度実績 寄贈 210㌧・提供 194㌧）

寄贈食品計 208.9㌧

企業・生協等 136.4㌧

フードドライブ 57.5㌧

寄付金購入 15.0㌧

団体別 寄贈重量

企業・生協・JA等 23.4㌧

フードドライブ 6.0㌧

提供 142団体、211回、24.7㌧

Kanagawa
Food Bank 

団体別 提供団体 提供回数 提供重量

行政・社協 29団体 43回 3.3㌧

地域のフードバンク 26団体 53回 10.0㌧

こども食堂等 68団体 87回 6.8㌧

自立支援施設等 4団体 6回 0.2㌧

福祉・病院・外国関係 15団体 22回 4.4㌧

提供食品計 1431回 207.7㌧

行政・社協 485回 39.2㌧

地域フードバンク 436回 66.3㌧

こども食堂等 890回 68.6㌧

支援施設等 47回 2.3㌧

福祉・病院・外国 270回 31.3㌧

こくみん共済 coop神奈川推進本部

事業推進部長 塩崎輝幸

寄贈 29.4㌧

米２㌧寄付金購入
フードドライブ 39団体 21人

理事メッセージ

4～
１月

○食品寄贈・食品提供の現状 フードバンクかながわ
冷凍食品取り扱い計画報告２

○増えるフードドライブ協力者と無料フード@沼間 CoCoLoの会
○地域の仲間とフードドライブ・パントリ― 青葉フードシェアネットワーク
○町内会との連携でフードパントリー ふれあいっこ三ツ沢
○市との協働事業 フードコミュニティ

食支援に散り組む、取り組みたい皆様、
食支援に地域の力を活用しませんか。
下記にお申し込みください。
URLをお送りします
ogiwara@fb-kanagawa.com

食支援に
地域の力を
活用しよう
情報交換会

2022年2月23日14：00～16：30

「そうてつローゼン」
フードドライブ実施店舗が17店舗に！
1/24日より10店舗（成瀬店、湘南山手店、高田店、富
水店、厚木林店、かしわ台店、白根店、横山台店、たい

ら店、オルト新子安店）が追加となり、17店舗での常
設に拡大。

〇行政・社協
県社協、横浜市（母子寡婦福祉
会・ひとり親支援）、旭区・戸塚
区・港南区・港北区・瀬谷区・泉
区・栄区・中区・保土ヶ谷区・都
筑区・青葉区・緑区の各区社協、
並木地域ケアプラザ、綾瀬市社協、
海老名市、茅ケ崎市、厚木市、小
田原市、秦野市、川崎市、相模原
市、藤沢市社協、二宮町社協、平
塚市社協、葉山町等

〇こども食堂等等
金沢子ども食堂すくすく、Cocolo
の会、SISA、小田原児童館連合、
アフリカヘリティッジコミュニ
ティ、おむすびころりん、キッチ
ンうめちゃん、ちゃっと、となり
のれすとらん、すぺーすたまりば、
横浜市立大学、横浜朝鮮初級学校、
宮ノマエストロ等

〇地域のフードバンク
お福分けの会、くろーばーマー
ケット、カナンキリスト教会、コ
コロにたねまき、さくらの森、
FBふじさわ、フードコミュニ
ティ、FB湘南、FB浜っ子南、マ
モリヤ、ユナイテッドかながわ、
小田原たすけあい、報徳食品支援
センター、川崎医療生協、食品支
援ネットビーバーリンク等
※FB：フードバンク

〇福祉・病院・外国関係
ブラジルsolidario横浜、いのちを
守る人道支援ネットワーク等

提 供
紙幅に限りがあり敬
称略で報告します。

寄 贈

事業者寄贈

キリンビバレッッジよりソルティライ
チ９㌧30,000個、コカコーラよりペッ
ト入りコーヒー6.5㌧24,000個、日生協
より乾麺・つゆ・切り餅、クロワッサ
ン・切り干し大根・ふりかけ、ミツハ
シライスより米等

ユーコープ80店舗、ナチュラルコープ
ヨコハマ初取組515㎏。イトーヨーカ
ドー、無印良品、中栄信金、平塚信金、
そうてつローゼン、イオン、JA西湘女
性部・たすけあい連絡会、JA湘南女性
部、横浜市水道局、横須賀市、葉山町、
京急電鉄、小学校、生活クラブデポー、
パルシステムセンター、横浜銀行杉田
支店、かながわ学生ボラ連合、個人21

フードドライブ

防災備蓄品

東陶よりツナ缶・焼き鳥缶、ＮＴＴド
コモ、相鉄、凸版印刷より保存水、川
崎労福協よりスープ、社福いきいき福
祉会より惣菜缶、アライドコーヒーよ
りクラッカー等

米一合運動/プロジェクト

川崎労福協,中央労金,こくみん共済coop,
厚木愛甲地域連合会,JP労組、コイト電
工労組、県労福協、相模原労福協、ユー
コープ横浜中エリア、スズキ販売労組等

〈利用者さんからのおたより〉
社協さんより食品支援を受けております。精神障がいの

障がい者で介護の末、たった一人の家族をなくして引きこ
もっております。
民生委員さんを通じて頂いたお米に「フードバンクかな

がわ」と記載されており連絡させて頂きました。自殺も出
来ず、生きる意味さえ分からず日々を送っておりました。
支援を通じ人の温かみや温もり、感謝の気持ちを感じ、少
しずつ社会復帰に向けて動いています。
感謝をしつつも直接伝えられずにいます。
優しい顔や声が伝わりおなかも心もいっぱいになります。
支援をしてくださった企業の方々会社様、活動をしてく

ださるスタッフの皆様、ボランティアの方々、間接的にか
かわってくださるすべての皆様、ほんとうにありがとうご
ざいます。 H．K．

自宅療養者の急拡大でフードバンクに食品要請
新型コロナ「第６波」が急拡大し、｢軽度の自宅療養者への、県
からの食品提供が少なくなった」と、逗子市、伊勢原市、相模
原市（困窮者家庭のみ）から食品提供の要請があった。フード
バンクかながわではできる限りの対応を行う。

（写真：職員に米一合運動、
フードドライブを呼びかけ、
12月23日にお米117㎏を含む
195点の食品を寄贈）

こくみん共済 coopは、組合員や各団体
の皆さまとともに、共済の普及と社会課題の解決に取り
組み、理念である「みんなでたすけあい、豊かで安心で
きる社会づくり」を進めてきました。新型コロナウイル
ス感染症の拡大や大規模な自然災害の増加など、取り巻
く環境が厳しさと難しさを増す中、SDGsが目指す「誰
一人取り残さない社会づくり」に取り組んでいます。

2022 年も事業と運動のさらなる発展に向けた取り組
みをすすめ、「お役立ち発想」と「共創活動」を踏まえ、
理念を実現できるよう全力で取り組んでまいります。

私は、昨年6月に前任より引き継ぎ、監事に就任しま
した。フードバンクの目的をしっかりと理解し、特にフ
ードドライブの活動を中心に、積
極的に取り組んでまいります。


